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1

一
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
︑
ア
ー
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
が
一
九
二
〇
年
二
月
二
十
四
日
に
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
の
﹁
ホ
ー
フ
ブ
ロ
イ
ハ
ウ
ス
﹂
で
二
十
五
か
条
の
党

綱
領
を
出
し
た
時
点
か
ら
始
ま
り
︑
一
九
三
三
年
一
月
三
十
日
の
政
権
掌
握
︑
一
九
四
五
年
四
月
三
十
日
午
後
三
時
三
十
分
頃
の
ヒ
ト
ラ
ー
自
殺
を
経
て
︑

同
年
五
月
七
日
に
お
け
る
全
面
降
伏
を
も
っ
て
終
焉
を
迎
え
た
︒
ナ
チ
ス
を
め
ぐ
る
問
題
は
︑
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
歴
史
家
論
争
に
火

を
つ
け
た
エ
ル
ン
ス
ト
=
ヘ
ル
マ
ン
・
ノ
ル
デ
の
言
葉
を
援
用
す
る
と
︑﹁
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
な
い
過
去
﹂ （
1
）
と
し
て
い
か
な
る
問
い
を
私
た
ち
に
今
な
お

突
き
つ
け
︑
そ
し
て
今
後
も
突
き
つ
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
ナ
チ
ス
研
究
は
ド
イ
ツ
国
内
は
言
う
に
及
ば
す
︑
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
数
多
く
世

に
問
わ
れ
続
け
︑
西
洋
現
代
史
研
究
に
お
い
て
最
も
層
の
厚
い
分
野
に
な
っ
て
い
る
︒
い
ず
れ
の
研
究
か
ら
も
﹁
ナ
チ
ス
の
犯
罪
は
相
対
化
し
う
る
の
か
﹂

と
い
う
問
い
が
通
奏
低
音
の
よ
う
に
聴
き
取
れ
よ
う
︒
別
言
す
る
と
︑
終
戦
直
後
の
ド
イ
ツ
人
集
団
犯
罪
論
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
よ
う
に
︑
ド
イ
ツ
人

だ
か
ら
こ
そ
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
起
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
や
は
り
︑
ナ
チ
ズ
ム
は
ド
イ
ツ
特
有
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
だ
っ
た
の
か
︒
そ
れ
と
も
西
洋
近
代
が

生
み
出
し
た
（
た
と
え
傍
流
で
あ
る
に
し
て
も
）
一
つ
の
思
想
的
な
帰
結
な
の
か
︑
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
世
界
各
地
で
起
き
た
大
量
殺
戮
の
一
つ
に
す
ぎ
な

い
の
だ
ろ
う
か
︒

ナ
チ
ス
を
め
ぐ
る
問
題
は
︑
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
も
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
︒
ナ
チ
ス
研
究
の
﹁
機
能
派
﹂
が
重
視
し
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
政

治
的
か
つ
経
済
的
な
権
力
構
造
も
︑
ナ
チ
ス
研
究
の
﹁
意
図
派
﹂
が
重
視
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
と
い
う
特
異
な
人
物
も
︑
ヒ
ト
ラ
ー
の
カ
リ
ス
マ
的
支
配
を
支
え

た
﹁
総
統
神
話
﹂
や
﹁
シ
ン
ボ
ル
政
治
﹂
な
ど
に
顕
著
な
ナ
チ
ス
の
疑
似
宗
教
性
も
︑
い
ず
れ
も
戦
時
下
の
み
な
ら
ず
︑
戦
後
や
現
代
の
日
本
に
お
け
る
政

治
や
社
会
に
も
指
摘
さ
れ
る
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
︒
そ
れ
ら
を
特
殊
ド
イ
ツ
の
問
題
と
し
て
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒ （
2
）
そ
の
上
で
︑
私
た
ち
は
ナ
チ

ス
を
め
ぐ
る
問
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
︑
ど
の
よ
う
に
後
世
に
伝
え
て
い
く
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
︒
日
本
に
お
い
て
ナ
チ
ス
も
し
く
は
ナ
チ
ズ
ム
に
関
し

N
ationalsozialism

us 

は
ど
う
訳
す
べ
き
か

︱
近
年
の
訳
語
問
題
を
め
ぐ
っ
て
︱
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て
多
様
な
研
究
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
私
た
ち
は
一
つ
の
問
題
で
い
ま
だ
躓
い
て
し
ま
う
︒
そ
れ
は
日
本
特
有
の
問
題
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な

い
︒
端
的
に
い
え
ば
︑N

ationalsozialism
us

の
訳
語
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
︒
こ
の
ド
イ
ツ
語
を
︑
カ
タ
カ
ナ
で
﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
表
記
す
る
の
で
は
な

く
︑
漢
字
を
用
い
て
日
本
語
に
置
き
換
え
よ
う
と
し
た
場
合
︑
ど
の
よ
う
に
表
記
し
た
ら
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
︒
同
様
の
問
題
が
政
党
名
で
あ
る

N
ationalsozialistische D

eutsche A
rbeiterpartei

の
訳
語
を
め
ぐ
っ
て
も
あ
る
と
言
え
よ
う
︒
前
者
に
絞
っ
て
言
え
ば
︑
一
九
三
〇
年
代
か
ら
現
代
に
至
る

ま
で
︑﹁
国
家
社
会
主
義
﹂﹁
国
民
社
会
主
義
﹂﹁
両
者
の
併
記
﹂﹁
そ
の
他
﹂
と
い
っ
た
概
ね
四
つ
の
表
記
が
あ
る
︒
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
日
本
で
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
︑
一
九
三
〇
年
九
月
に
お
け
る
ド
イ
ツ
国
会
選
挙
の
際
︑
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
第
二
党
に
な
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
︒
こ
の
躍
進
し
た

政
党
の
こ
と
を
︑﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
三
〇
年
九
月
十
六
日
朝
刊
は
﹁
国
粋
社
会
党
﹂
と
︑﹃
大
阪
毎
日
新
聞
﹄
の
同
日
朝
刊
は
﹁
国
民
社
会
党
（
フ
ァ
シ
ス

ト
党
）﹂と
呼
び
︑
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
一
年
ま
で
の
間
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
動
向
を
批
判
的
に
日
本
に
伝
え
た
新し

ん
め
い
ま
さ
み
ち

明
正
道
は
同

党
を
﹁
国
家
社
会
主
義
独
逸
労
働
者
党
﹂
と
訳
し
た
上
で
﹁
国
家
社
会
党
﹂
と
も
︑
さ
ら
に
は
﹁
国
民
社
会
党
﹂
と
も
呼
び
︑
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
多
大
な

関
心
を
寄
せ
た
石
川
準
十
郎
は
件
の
政
党
名
を
﹁
国
民
社
会
主
義
独
逸
労
働
者
党
﹂
と
訳
し
た
上
で
一
九
三
四
年
三
月
に
第
日
本
国
家
社
会
党
を
設
立
し
た

の
で
あ
る
︒ （
3
）

こ
う
し
た
訳
語
の
不
統
一
は
一
九
三
〇
年
代
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
現
代
に
お
い
て
も
続
い
て
お
り
︑
事
態
は
ほ
と
ん
ど
改
善
し
て
い
な
い
︒
こ
の
問
題
に
関

す
る
近
年
の
重
要
な
見
解
を
い
く
つ
か
示
そ
う
︒
す
で
に
一
九
九
四
年
の
時
点
で
佐
藤
卓
己
は
﹁N

ation

を
国
家
と
訳
す
（
悪
し
き
！
）
慣
習
﹂
が
あ
る
た

め
に
生
じ
る
﹁
弊
害
﹂
を
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
︒

そ
の
た
め
﹁
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
国
民
主
義
）﹂
を
﹁
国
家
主
義
﹂︑
ナ
チ
ズ
ム
（
国
民
社
会
主
義
）
を
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
訳
す
弊
害
が
生
じ
て
い

る
︒
奇
妙
な
こ
と
に
︑
ナ
チ
党
が
唱
え
た
﹁
国
民
革
命
﹂
は
﹁
国
家
革
命
﹂
と
訳
す
こ
と
な
く
︑﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
を
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
呼
ぶ

人
々
が
残
存
し
て
い
る
︒
こ
の
訳
語
は
︑
こ
れ
ま
で
何
度
か
訂
正
す
る
よ
う
に
提
起
さ
れ
て
お
り
︑
さ
す
が
に
ド
イ
ツ
史
研
究
者
が
使
う
こ
と
は
稀
に

な
っ
た
が
世
間
一
般
で
は
（
特
に
辞
書
の
責
任
は
重
大
！
）
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
て
い
る
︒ （
4
）

さ
ら
に
佐
藤
は
二
〇
一
〇
年
四
月
に
行
っ
た
講
演
で﹁
な
ぜ
︑
日
本
で
は
ナ
チ
ズ
ム
を
国
民
社
会
主
義
と
訳
さ
ず
に
国
家
社
会
主
義
と
訳
す
人
が
い
る
の
か
﹂

と
い
う
問
い
を
立
て （
5
）︑
メ
デ
ィ
ア
史
の
観
点
か
ら
フ
ァ
シ
ス
ト
的
公
共
性
を
論
じ
た
二
〇
一
八
年
の
著
作
で
は
﹁
今
な
お
我
が
国
で
国
家

4

4

社
会
主
義
と
誤

訳
さ
れ
続
け
る
理
由
﹂
と
し
て
﹁
そ
こ
に
は
全
体
主
義
論
で
ソ
連
共
産
主
義
と
一
括
り
に
し
た
い
と
い
う
反
共
的
な
思
惑
と
と
も
に
︑﹁
国
家
﹂
責
任
の
み
追
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及
し
て
﹁
国
民
﹂
責
任
を
問
お
う
と
し
な
い
心
性
が
見
え
か
く
れ
し
て
い
る
﹂ （
6
）
と
喝
破
す
る
︒
ま
た
︑
ド
イ
ツ
近
代
史
︑
と
り
わ
け
ナ
チ
ズ
ム
研
究
の
専

門
家
で
あ
る
石
田
勇
治
は
︑
二
〇
一
七
年
の
共
著
に
お
い
て （
7
）︑
ナ
チ
ズ
ム
を
国
家
よ
り
も
国
民
・
民
族
を
優
先
す
る
思
想
と
み
な
し
た
上
で
︑
や
は
り

﹁
国
民
社
会
主
義
﹂と
い
う
訳
語
が
原
意
を
正
し
く
表
し
て
い
る
と
み
な
す
︒
さ
ら
に
ナ
チ
ズ
ム
に
関
す
る
著
作
が
多
い
ド
イ
ツ
文
学
者
の
池
田
浩
士
も
︑
二

〇
二
二
年
の
著
作
に
お
い
て
︑
ヒ
ト
ラ
ー
が
﹁﹁
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
﹂
に
基
づ
く
社
会
主
義
革
命
で
は
な
く
︑﹁
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
﹂
に
根
ざ
し
た

社
会
主
義
の
た
め
の
革
命
︑
つ
ま
り
﹁
国
民
革
命
﹂
を
目
指
そ
う
と
し
た
﹂ （
8
）
こ
と
も
あ
り
︑
同
時
代
の
日
本
で
は
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
が
当
然
の
訳
語
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
戦
後
民
主
主
義
の
日
本
に
お
い
て
肯
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
﹁
国
民
﹂
で
は
な
く
︑
大
日
本
帝
国
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
想
起
さ
せ
る
﹁
国
家
主
義
﹂
の
﹁
国
家
﹂
や
﹁
民
族
主
義
﹂
の
﹁
民
族
﹂
こ
そ
が
﹁
悪
の
権
化
で
あ
る
ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
結
び
つ
い
た
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
︑
ヒ
ト
ラ
ー
の
政
党
が
﹁
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
も
し
く
は
﹁
民
族
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
う
︒ （
9
）
ド
イ
ツ
現
代
史
の
専
門
家
で
あ
り
︑ド
イ
ツ
義
勇
軍
運
動
に
詳
し
い
今
井
宏
昌
は
︑
近
年
の
ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
で
はN

ationalsozialism
us

を

正
式
名
称
で
訳
す
際
︑
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ラ
ッ
サ
ー
ル
や
ソ
連
の
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂Staatssozialism

us

と
区
別
す
る
と
い
う
意
味
も
込
め
て
︑﹁
国

民
社
会
主
義
﹂
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
認
め
つ
つ
も
︑
例
外
と
し
て
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ハ
ー
フ
﹃
ナ
チ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
ア
ラ
ブ
世
界
﹄（
星
乃
治
彦

ほ
か
訳
︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
一
三
年
）
を
挙
げ
︑
同
書
で
は
﹁
民
族
社
会
主
義
﹂
で
統
一
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
︒
同
書
の
訳
出
に
加
わ
っ
た
今
井
自

身
に
よ
れ
ば
︑N

ationalsozialism
us

が
国
民
国
家
の
枠
内
に
お
さ
ま
る
﹁
ド
イ
ツ
国
民
﹂﹁
本
国
ド
イ
ツ
人
﹂
の
み
な
ら
ず
︑
そ
の
枠
外
の
﹁
ド
イ
ツ
民
族
﹂

﹁
民
族
ド
イ
ツ
人
﹂
を
も
対
象
と
す
る
思
想
・
運
動
・
体
制
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
︒ （
10
）

こ
の
よ
う
にN

ationalsozialism
us

の
訳
語
不
統
一
に
関
連
す
る
指
摘
︑
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
訳
語
に
対
す
る
批
判
が
近
年

相
次
ぎ
︑﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
が
社
会
に
定
着
し
な
い
現
状
を
嘆
く
声
す
ら
あ
る
︒ （
11
）
こ
う
し
た
状
況
の
中
でN

ationalsozialism
us

は
実
際
の
と
こ
ろ
ど
の

よ
う
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
こ
の
よ
う
に
敢
え
て
問
う
の
は
︑﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
訳
語
に
対
す
る
批
判
が
相
次
ぐ
に
も
か
か
わ
ら

ず
︑
訳
語
不
統
一
に
関
す
る
調
査
が
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
だ
︒
そ
こ
で
本
報
告
は
︑N

ationalsozialism
us

を
め
ぐ
る
訳
語
不
統
一
の
現
状

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
︑
二
〇
〇
一
年
以
降
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
関
連
出
版
物
に
お
い
てN

ationalsozialism
us

と
い
う
ド
イ
ツ
語
が
実
際
の
と
こ
ろ

ど
の
よ
う
な
日
本
語
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
か
︑（
一
）
ま
ず
は
独
和
辞
典
で
︑（
二
）
次
い
でN

ationalsozialism
us

に
対
応
す
る
各
国
語
の
訳
語
を
ド

イ
ツ
語
以
外
の
外
国
語
辞
書
で
確
認
し
︑
さ
ら
に
﹁
ナ
チ
ス
﹂
や
﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
の
項
目
でN

ationalsozialism
us

の
訳
語
が
︑（
三
）
国
語
辞
典
︑（
四
）
百

科
事
典
︑（
五
）
教
科
書
や
学
習
参
考
書
︑（
六
）﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
や
﹁
ナ
チ
ス
﹂
を
扱
う
書
籍
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
の
か
︑
重
要

文
献
を
で
き
る
だ
け
多
く
示
し
た
上
で
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
︒
但
し
︑
訳
語
を
決
定
す
る
際
に
外
国
語
系
の
辞
書
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
で
︑

（
一
）
と
（
二
）
に
関
し
て
は
二
〇
〇
〇
年
以
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
も
示
す
︒
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二
ア
ー
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
は
一
九
一
九
年
一
月
に
設
立
さ
れ
た
﹁
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂D

eutsche A
rbeiterpartei

を
一
九
二
〇
年
二
月
に
改
称
し
て
︑

N
ationalsozialistische D

eutsche A
rbeiterpartei

を
立
ち
上
げ
︑
一
九
二
一
年
七
月
に
第
一
議
長
に
就
任
し
︑
次
第
に
カ
リ
ス
マ
的
支
配
を
確
立
し
て
い
っ

た
︒
こ
の
新
た
に
改
称
さ
れ
た
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
るN

ationalsozialism
us

は
︑
日
本
語
に
訳
出
さ
れ
た
場
合
︑
通
常
﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
カ
タ
カ
ナ

表
記
さ
れ
る
が
︑
漢
字
で
は
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
先
に
述
べ
た
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
新
聞
報
道
の
党
名
記
述
に
基
づ
い
て
言
え
ば
︑

﹁
国
粋
社
会
主
義
﹂﹁
国
家
社
会
主
義
﹂﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
と
い
う
三
通
り
の
訳
語
が
想
定
さ
れ
る
が
︑
池
田
浩
士
は
﹁
民
族
社
会
主
義
﹂﹁
国
家
社
会
主
義
﹂

﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
と
い
う
三
通
り
の
訳
語
が
あ
る
と
述
べ
て
お
り
︑ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
時
代
に
日
本
で
は
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
と
訳
す
の
が
圧
倒
的
主
流

だ
っ
た
と
言
う
︒ （
12
）
そ
れ
で
は
︑N

ationalsozialism
us

を
訳
出
す
る
際
の
基
本
的
な
拠
り
所
と
な
っ
て
き
た
︑
独
和
辞
典
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
表
記
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
日
本
で
出
版
さ
れ
た
代
表
的
な
独
和
辞
典
に
お
け
るN

ationalsozialism
us

の
項
目
表
記
を
﹁
二
〇
〇
〇
年
ま
で
﹂
と
﹁
二
〇

〇
一
年
以
降
﹂
と
に
分
け
て
示
そ
う
︒ （
13
）

二－

一
　
独
和
辞
典

二－

一－

一
　
二
〇
〇
〇
年
ま
で

1
　﹃
雙
解
獨
和
大
辭
典
﹄（
片
山
正
雄
著
︑
南
江
堂
︑
第
六
版
︑
一
九
二
九
年
）　N

ationalsozialism
us

の
項
目
な
し

2
　﹃
雙
解
獨
和
小
辭
典
﹄（
片
山
正
雄
著
︑
南
江
堂
︑
一
九
二
九
年
）　N

ationalsozialism
us

の
項
目
な
し

3
　﹃
袖
珍
獨
和
辭
典
﹄（
片
山
正
雄
監
修
︑
南
江
堂
編
輯
部
編
︑
一
九
三
一
年
）　N

ationalsozialism
us

の
項
目
な
し

4
　﹃
大
獨
日
辭
典
﹄（
登
張
信
一
郎
著
︑
大
倉
書
店
︑
一
九
三
三
年
）　
国
家
社
会
主
義

5
　﹃
雙
解
獨
和
大
辭
典
﹄（
片
山
正
雄
著
︑
南
江
堂
︑
第
一
次
改
訂
十
一
版
︑
一
九
三
二
年
）　N

ationalsozialism
us

の
項
目
な
し

6
　﹃
雙
解
獨
和
小
辭
典
﹄（
片
山
正
雄
著
︑
南
江
堂
︑
第
一
次
改
訂
︑
一
九
三
二
年
）　N

ationalsozialism
us

の
項
目
な
し

7
　﹃
雙
解
獨
和
小
辭
典
﹄（
片
山
正
雄
著
︑
南
江
堂
︑
第
一
次
改
訂
第
十
一
版
︑
一
九
三
五
年
）　N

ationalsozialism
us

の
項
目
な
し

8
　﹃
コ
ン
サ
イ
ス
獨
和
辭
典
﹄（
山
岸
光
宣
編
︑
三
省
堂
︑
第
七
版
︑
一
九
三
六
年
）　N

ationalsozialism
us

の
項
目
な
し

9
　﹃
獨
和
言
林
﹄（
佐
藤
通
次
著
︑
白
水
社
︑
一
九
三
六
年
）　
国
家
社
会
主
義

10
　﹃
ゴ
ン
ダ
獨
和
新
辭
典
﹄（
権
田
保
之
助
編
著
︑
有
朋
堂
︑
第
五
版
︑
一
九
三
七
年
）　
国
家
社
会
主
義



5 Nationalsozialismus はどう訳すべきか

11
　﹃
雙
解
獨
和
大
辭
典
﹄（
片
山
正
雄
著
︑
南
江
堂
︑
改
訂
増
補
十
八
版
︑
一
九
三
九
年
）　N

ationalsozialism
us

の
項
目
な
し

12
　﹃
木
村
・
相
良
獨
和
辭
典
﹄（
木
村
謹
治
・
相
良
守
峯
共
著
︑
博
文
館
︑
一
九
四
〇
年
）　
国
民
（
民
族
）
社
会
主
義

13
　﹃
明
解
獨
和
辭
典
﹄（
石
原
質
編
︑
南
山
堂
︑
一
九
四
〇
年
）　N

ationalsozialism
us

の
項
目
な
し

14
　﹃
雙
解
獨
和
小
辭
典
﹄（
片
山
正
雄
著
︑
南
江
堂
︑
改
訂
第
十
九
版
︑
一
九
四
一
年
）　N

ationalsozialism
us

の
項
目
な
し

15
　﹃
研
究
社
獨
和
辭
典
﹄（
相
良
守
峯
編
︑
研
究
社
︑
一
九
四
七
年
）　
国
民
社
会
主
義

16
　﹃
木
村
・
相
良
獨
和
辭
典
﹄（
木
村
謹
治
・
相
良
守
峯
共
著
︑
博
友
社
︑
第
五
版
︑
一
九
五
一
年
）　
国
民
（
民
族
）
社
会
主
義

17
　﹃
研
究
社
新
獨
和
辭
典
﹄（
相
良
守
峯
編
︑
研
究
社
︑
増
補
第
一
版
︑
一
九
五
二
年
）　
国
民
社
会
主
義

18
　﹃
三
省
堂
独
和
新
辞
典
﹄（
三
省
堂
編
修
所
編
︑
三
省
堂
︑
一
九
五
四
年
）　
国
家
社
会
主
義

19
　﹃
研
究
社
新
々
獨
和
辭
典
﹄（
相
良
守
峯
編
︑
研
究
社
︑
一
九
五
五
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

20
　﹃
大
独
和
辞
典
﹄（
相
良
守
峯
編
︑
博
友
社
︑
一
九
五
八
年
）　（
ド
イ
ツ
の
）
民
族
社
会
主
義

21
　﹃
新
独
和
小
辞
典
﹄（
片
山
正
雄
著
︑
片
山
泰
雄
改
訂
︑
南
江
堂
︑
第
四
版
︑
一
九
五
九
年
）　
国
家
社
会
主
義

22
　﹃
独
和
小
辞
典
﹄（
佐
藤
新
一
編
︑
研
究
社
︑
一
九
六
〇
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

　

23
　 ﹃
独
和
言
林
﹄（
佐
藤
通
次
著
︑
白
水
社
︑
改
新
版
︑
一
九
六
一
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム
（N

azi

の
項
目
で
は
﹁
ナ
チ
︑
国
家
（
国
民
・
民

族
）
社
会
党
員
﹂）

24
　﹃
独
和
辞
典
﹄（
相
良
守
峯
編
︑
博
友
社
︑
新
訂
︑
一
九
六
三
年
）　
民
族
社
会
主
義

25
　﹃
独
和
新
辞
典
﹄（
三
省
堂
編
修
所
編
︑
三
省
堂
︑
新
訂
版
︑
一
九
六
三
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑（
ド
イ
ツ
の
）
ナ
チ
ス

26
　﹃
標
音
独
和
辞
典
﹄（
佐
藤
通
次
・
森
永
隆
編
︑
白
水
社
︑
第
六
版
︑
一
九
六
四
年
）　
国
家
社
会
主
義

27
　﹃
新
修
ド
イ
ツ
語
辞
典
﹄（
矢
儀
万
喜
多
ほ
か
編
︑
同
学
社
︑
一
九
七
二
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
国
民
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

28
　﹃
新
撰
独
和
辞
典
﹄（
杉
山
産
七
・
板
倉
鞆
音
編
︑
三
修
社
︑
一
九
七
四
年
）　
国
家
社
会
主
義
（
ヒ
ト
ラ
ーH

itler

の
唱
え
た
）︑
ナ
チ
ズ
ム

29
　﹃
新
独
和
言
林
﹄（
佐
藤
通
次
著
︑
白
水
社
︑
第
四
版
︑
一
九
七
七
年
）　N

ationalsozialism
us

の
項
目
な
し

30
　 ﹃
大
学
一
年
生
の
初
級
独
和
辞
典
﹄（
杉
山
産
七
・
板
倉
鞆
音
編
︑
三
修
社
︑
一
九
八
二
年
）　
国
家
社
会
主
義
（
ヒ
ト
ラ
ー　 H

itler

の
唱
え
た
）︑
ナ
チ

ズ
ム

31
　﹃
独
和
大
辞
典
﹄（
国
松
孝
二
ほ
か
編
︑
小
学
館
︑
一
九
八
五
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

32
　﹃
独
和
辞
典
﹄（
冨
山
芳
正
ほ
か
編
︑
郁
文
堂
︑
一
九
八
七
年
）　
国
家
社
会
主
義



6小　黒　康　正

33
　﹃
ク
ラ
ウ
ン
独
和
辞
典
﹄（
濱
川
祥
枝
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
一
九
九
一
年
）　
国
民
（
民
族
）
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

34
　﹃
マ
イ
ス
タ
ー
独
和
辞
典
﹄（
戸
川
敬
一
ほ
か
編
︑
大
修
館
書
店
︑
一
九
九
二
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

35
　﹃
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
独
和
辞
典
﹄（
小
野
寺
和
夫
編
︑
小
学
館
︑
一
九
九
三
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム
）

36
　﹃
ア
ポ
ロ
ン
独
和
辞
典
﹄（
根
本
道
也
ほ
か
編
︑
同
学
社
︑
一
九
九
四
年
）　
国
民
（
国
家
）
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

37
　﹃
独
和
中
辞
典
﹄（
菊
池
慎
吾
︑
鉄
野
善
資
編
︑
研
究
社
︑
一
九
九
六
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

38
　﹃
ク
ラ
ウ
ン
独
和
辞
典
﹄（
濱
川
祥
枝
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
第
二
版
︑
一
九
九
七
年
）　
国
民
（
民
族
）
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

39
　﹃
新
ア
ポ
ロ
ン
独
和
辞
典
﹄（
根
本
道
也
ほ
か
編
︑
同
学
社
︑
第
三
版
︑
二
〇
〇
〇
年
）　
国
民
（
国
家
）
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

40
　﹃
ポ
ケ
ッ
ト
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
独
和
・
和
独
辞
典
﹄（
中
山
純
編
︑
小
学
館
︑
二
〇
〇
〇
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

独
和
辞
典
は
日
本
の
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
︑
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
語
学
や
ド
イ
ツ
文
学
の
研
究
者
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
︑
ド
イ
ツ
語
を
日
本
語
に
訳
出
す
る
際
の

尺
度
と
な
っ
て
き
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
実
体
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
一
九
三
〇
年
代
と
同
様
に
︑
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
実

体
が
か
な
り
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
も
︑
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
す
る
訳
語
は
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な

い
︒
一
九
三
〇
年
代
の
場
合
︑N

ationalsozialism
us

の
項
目
が
独
和
辞
典
に
記
載
さ
れ
る
に
は
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た
よ
う
で
︑
論
者
の
知
る
限

り
︑
一
九
三
三
年
の
﹃
大
獨
日
辭
典
﹄（
４
番
） （
14
）
や
一
九
三
六
年
の
﹃
獨
和
言
林
﹄（
９
番
）
な
ど
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
︑
当
初
よ
り
﹁
国
家
社
会
主

義
﹂
と
い
う
表
記
が
主
流
で
あ
っ
た
︒
つ
ま
り
︑
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
時
代
に
日
本
の
新
聞
報
道
な
ど
で
は
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
と
訳
す
の
が
﹁
圧
倒
的
主

流
﹂ （
15
）
だ
っ
た
が
︑
独
和
辞
典
に
お
い
て
は
事
情
が
い
さ
さ
か
異
な
り
︑﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
も
し
く
は
﹁
国
民
（
民
族
）
社
会
主
義
﹂
の
表
記
は
︑
一
九

四
〇
年
の
﹃
木
村
・
相
良
獨
和
辭
典
﹄（
12
番
）︑
一
九
四
七
年
の
﹃
研
究
社
獨
和
辭
典
﹄（
15
番
）︑
一
九
五
一
年
の
﹃
木
村
・
相
良
獨
和
辭
典
﹄（
16
番
）︑

一
九
五
二
年
の
﹃
研
究
社
新
獨
和
辭
典
﹄（
17
番
）
で
よ
う
や
く
採
用
さ
れ
る
に
至
る
︒
そ
し
て
︑
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
独
和
辞
典
で
は
︑
一
九
五
八
年
の

相
良
守
峯
編
﹃
大
独
和
辞
典
﹄（
20
番
）
や
一
九
六
三
年
の
﹃
独
和
辞
典
﹄
新
訂
（
24
番
）
に
お
い
て
﹁
民
族
社
会
主
義
﹂
と
い
う
訳
語
が
採
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
除
く
と
︑﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
訳
語
が
圧
倒
的
に
多
い
︒
そ
う
し
た
中
で
佐
藤
通
次
に
よ
る
一
九
六
一
年
の
﹃
独
和
言
林
﹄
改
新
版
（
23
番
）

で
はN
ationalsozialism

us

の
訳
語
に
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
を
当
て
て
い
る
が
︑N

azi

の
項
目
で
は
﹁
ナ
チ
︑
国
家
（
国
民
・
民
族
）
社
会
党
員
﹂
と
い
う

説
明
を
つ
け
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
複
数
の
訳
語
を
示
す
例
と
し
て
他
に
一
九
九
一
年
の
﹃
ク
ラ
ウ
ン
独
和
辞
典
﹄（
33
番
）
と
一
九
九
四
年
の
﹃
ア
ポ
ロ
ン

独
和
辞
典
﹄（
36
番
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
︒
つ
ま
り
︑
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
独
和
辞
典
に
お
い
て
は
︑﹁
国
家
社
会
主
義
﹂﹁
国
民
社
会
主
義
﹂﹁
両
者
の

併
記
﹂﹁
そ
の
他
﹂
と
い
っ
た
四
分
類
の
中
で
︑
若
干
の
例
外
が
あ
る
も
の
の
︑﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
訳
語
が
圧
倒
的
に
多
い
︒
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二－

一－

二
　
二
〇
〇
一
年
以
降

41
　﹃
ク
ラ
ウ
ン
独
和
辞
典
﹄（
濱
川
祥
枝
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
第
三
版
︑
二
〇
〇
二
年
）　
国
民
（
民
族
）
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

42
　﹃
フ
ロ
イ
デ
独
和
辞
典
﹄（
前
田
敬
作
監
修
︑
白
水
社
︑
二
〇
〇
三
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

43
　﹃
初
級
者
に
優
し
い
独
和
辞
典
﹄（
早
川
東
三
ほ
か
著
︑
朝
日
出
版
社
︑
二
〇
〇
七
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

44
　﹃
ク
ラ
ウ
ン
独
和
辞
典
﹄（
濱
川
祥
枝
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
第
四
版
︑
二
〇
〇
八
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

45
　﹃
ア
ク
セ
ス
独
和
辞
典
﹄（
在
間
進
編
︑
三
修
社
︑
第
三
版
︑
二
〇
一
〇
年
）　
ナ
チ
ズ
ム
︑
国
家
社
会
主
義

46
　﹃
ア
ポ
ロ
ン
独
和
辞
典
﹄（
根
本
道
也
ほ
か
編
︑
同
学
社
︑
第
三
版
︑
二
〇
一
〇
年
）　
国
民
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

47
　﹃
ク
ラ
ウ
ン
独
和
辞
典
﹄（
浜
川
祥
枝
監
修
︑
信
岡
資
生
編
修
主
幹
︑
三
省
堂
︑
第
五
版
︑
二
〇
一
三
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

48
　﹃
初
級
者
に
優
し
い
独
和
辞
典
﹄（
早
川
東
三
ほ
か
著
︑
朝
日
出
版
社
︑
新
装
廉
価
版
︑
二
〇
一
四
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

49
　﹃
ア
ク
セ
ス
独
和
辞
典
﹄（
在
間
進
編
︑
三
修
社
︑
第
四
版
︑
二
〇
二
一
年
）　
ナ
チ
ズ
ム
︑
国
家
社
会
主
義

50
　﹃
ア
ポ
ロ
ン
独
和
辞
典
﹄（
根
本
道
也
ほ
か
編
︑
同
学
社
︑
第
四
版
︑
二
〇
二
二
年
）　
国
民
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

上
述
の
と
お
り
︑
二
十
一
世
紀
に
入
る
と
︑﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
訳
語
に
対
す
る
批
判
が
相
次
い
だ
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
近
年
の
独
和
辞
典
に
お
い

て
は
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
表
記
が
い
ま
だ
主
流
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
中
で
﹃
ク
ラ
ウ
ン
独
和
辞
典
﹄
と
﹃
ア
ポ
ロ
ン
独
和
辞
典
﹄
が
対
照
的
な
表
記

変
更
を
行
う
︒﹃
ク
ラ
ウ
ン
独
和
辞
典
﹄
は
二
〇
〇
二
年
の
第
三
版
（
41
番
）
ま
で
は
﹁
国
民
（
民
族
）
社
会
主
義
︑ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
併
記
し
︑あ
え
て
﹁
国

家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
訳
語
を
当
て
な
か
っ
た
が
︑
二
〇
〇
八
年
の
第
四
版
（
44
番
）
に
な
る
と
︑
一
転
し
て
﹁
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
い
う
表

記
に
変
わ
っ
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑﹃
ア
ポ
ロ
ン
独
和
辞
典
﹄
の
場
合
︑
一
九
七
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
前
身
の
﹃
新
修
ド
イ
ツ
語
辞
典
﹄（
27
番
）
に
お
い
て

﹁
国
家
社
会
主
義
︑
国
民
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
併
記
し
て
い
た
が
︑
一
九
九
四
年
の
﹃
ア
ポ
ロ
ン
独
和
辞
典
﹄（
36
番
）
で
も
二
〇
〇
〇
年
の
﹃
新
ア

ポ
ロ
ン
独
和
辞
典
﹄（
39
番
）
で
も
﹁
国
民
（
国
家
）
社
会
主
義
︑ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
い
う
新
た
な
併
記
に
変
え
︑さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
の
﹃
ア
ポ
ロ
ン
独
和
辞

典
﹄
第
三
版
（
46
番
）
に
な
る
と
﹁
国
民
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
い
う
表
記
に
絞
り （
16
）︑
二
〇
二
二
年
の
第
四
版
（
50
番
）
で
も
﹁
国
民
社
会
主
義
︑

ナ
チ
ズ
ム
﹂
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
︒

二－

一－

三
　
和
独
辞
典

51
　﹃
現
代
和
独
辞
典
﹄（
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ン
チ
ン
ゲ
ル
ほ
か
編
︑
三
修
社
︑
一
九
八
〇
年
）　
記
載
無
し
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52
　﹃
コ
ン
サ
イ
ス
和
独
辞
典
﹄
第
二
版
（
国
松
孝
二
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
一
九
七
六
年
）　
国
家
社
会
主
義

53
　﹃
和
独
辞
典
﹄
第
二
版
（
冨
山
芳
正
ほ
か
編
︑
郁
文
堂
︑
一
九
八
三
年
）　
国
家
社
会
主
義

54
　﹃
ア
ク
セ
ス
和
独
辞
典
﹄
第
三
版
（
在
間
進
編
︑
三
修
社
︑
二
〇
一
二
年
）　
国
家
社
会
主
義

55
　 ﹃G

roßes Japanisch-D
eutsches W

örterbuch

和
独
大
辞
典
﹄B

and 2 , J-N

（H
rsg. von Jürgen Stalph u. a. M

ünchen:  Iudicium
 2015

）　
国
家
社
会

主
義

N
ationalsozialism

us

の
訳
語
を
め
ぐ
り
独
和
辞
典
に
お
い
て
確
認
で
き
た
傾
向
は
︑
和
独
辞
典
で
も
認
め
ら
れ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
二
〇
〇
〇
年
以
前
に
刊

行
さ
れ
た
も
の
や
日
本
人
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
が
か
か
わ
っ
た
ド
イ
ツ
の
和
独
辞
典
を
含
め
︑
現
代
の
代
表
的
な
和
独
辞
典
を
調
べ
た
と
こ
ろ
︑﹁
国
家
社
会
主

義
﹂
の
項
目
は
あ
る
が
︑﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
の
項
目
は
見
当
た
ら
な
い
︒
や
は
り
︑
独
和
辞
典
の
影
響
が
大
き
い
と
言
え
よ
う
︒

二－

二
　
ド
イ
ツ
語
以
外
の
外
国
語
辞
書

二－

二－

一
　
二
〇
〇
〇
年
ま
で

56
　﹃
露
和
辞
典
﹄（
八
杉
貞
利
編
︑
岩
波
書
店
︑
一
九
三
五
年
）　
國
家
社
會
主
義

57
　﹃
岩
波
ロ
シ
ヤ
語
辞
典
﹄（
八
杉
貞
利
編
︑
岩
波
書
店
︑
一
九
六
〇
年
）　
ド
イ
ツ
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
主
義

58
　﹃
露
日
辞
典
﹄（
ソ
ビ
エ
ト
・
エ
ン
シ
ク
ロ
ペ
ー
ジ
ア
出
版
所
︑
一
九
六
四
年
）　
ナ
チ
ズ
ム

59
　﹃
新
英
和
中
辞
典
﹄（
岩
崎
民
平
ほ
か
編
︑
小
学
館
︑
第
四
版
︑
一
九
七
七
年
）　
国
家
社
会
主
義

60
　﹃
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
﹄（
大
槻
鉄
男
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
一
九
七
八
年
）　（
特
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
社
会
主
義

61
　﹃
仏
和
大
辞
典
﹄
第
三
版
（
伊
吹
武
彦
ほ
か
編
︑
白
水
社
︑
一
九
八
一
年
）　
国
家
社
会
主
義

62
　﹃
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
﹄（
大
槻
鉄
男
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
第
二
版
︑
一
九
八
四
年
）　（
特
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
社
会
主
義

63
　﹃
リ
ー
ダ
ー
ズ
英
和
辞
典
﹄（
松
田
徳
一
郎
監
修
︑
研
究
社
︑
一
九
八
四
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

64
　﹃
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
仏
和
中
辞
典
﹄（
田
村
毅
ほ
か
編
︑
旺
文
社
︑
一
九
八
五
年
）　（
ヒ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
社
会
主
義

65
　﹃
ロ
ベ
ー
ル
仏
和
大
辞
典
﹄（
小
学
館
ロ
ベ
ー
ル
仏
和
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
︑
小
学
館
︑
一
九
八
八
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

66
　﹃
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
﹄（
大
槻
鉄
男
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
第
三
版
︑
一
九
八
九
年
）　（
と
く
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
社
会
主
義

67
　﹃
西
和
中
辞
典
﹄（
桑
名
一
博
ほ
か
編
︑
小
学
館
︑
一
九
九
〇
年
）　
ナ
チ
ズ
ム
︑
ド
イ
ツ
国
家
社
会
主
義
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68
　﹃
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
和
大
辞
典
﹄（
小
西
友
七
ほ
か
編
︑
小
学
館
︑
第
二
版
︑
一
九
九
四
年
）　
ナ
チ
ズ
ム
︑
国
家
﹇
国
民
﹈
社
会
主
義

69
　﹃
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和
辞
典
﹄（
小
西
友
七
ほ
か
編
︑
大
修
館
書
店
︑
改
訂
版
︑
一
九
九
四
年
）　（
旧
ド
イ
ツ
の
）
国
家
社
会
主
義

70
　﹃
日
本
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
辞
典
﹄（
宮
本
正
男
編
︑
財
団
法
人
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
︑
第
三
版
︑
一
九
九
八
年
）　
国
家
社
会
主
義

71
　﹃
エ
ク
シ
ー
ド
英
和
和
英
辞
典
﹄（
三
省
堂
編
修
所
編
︑
三
省
堂
︑
一
九
九
九
年
）　
ナ
チ
ズ
ム
︑（
ド
イ
ツ
）
国
家
社
会
主
義

72
　﹃
現
代
ス
ペ
イ
ン
語
辞
典
﹄（
宮
城
昇
ほ
か
編
︑
白
水
社
︑
改
訂
版
︑
一
九
九
九
年
）　
ナ
チ
ズ
ム
︑
国
家
社
会
主
義

73
　﹃
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
﹄（
大
槻
鉄
男
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
第
四
版
︑
一
九
九
九
年
）　（
特
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
民
︹
国
家
︺
社
会
主
義

74
　﹃
伊
和
中
辞
典
﹄（
池
田
廉
ほ
か
編
︑
小
学
館
︑
第
二
版
︑
一
九
九
九
年
）　
ナ
チ
ズ
ム
︑
ド
イ
ツ
国
家
社
会
主
義

独
和
辞
典
以
外
の
外
国
語
辞
書
を
調
査
し
た
結
果
︑
ま
ず
二
〇
〇
〇
年
以
前
に
関
し
て
は
︑﹃
露
和
辞
典
﹄（
56
番
）
の
﹁
國
家
社
會
主
義
﹂︑﹃
岩
波
ロ
シ

ヤ
語
辞
典
﹄（
57
番
）
の
﹁
ド
イ
ツ
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
主
義
﹂︑﹃
露
日
辞
典
﹄（
58
番
）
の
﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
表
記
が
異
な
る
時
期
も
あ
っ
た
が
︑﹃
新
英

和
中
辞
典
﹄（
59
番
）︑﹃
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
﹄（
60
番
）︑﹃
西
和
中
辞
典
﹄（
67
番
）︑﹃
日
本
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
辞
典
﹄（
70
番
）︑﹃
伊
和
中
辞
典
﹄（
74
番
）

な
ど
の
よ
う
に
︑
次
第
に
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
も
し
く
は
﹁
ド
イ
ツ
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
訳
語
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
︒
但
し
︑
例
外
的
に
︑﹃
ラ
ン
ダ

ム
ハ
ウ
ス
英
和
大
辞
典
﹄（
68
番
）
に
﹁
ナ
チ
ズ
ム
︑
国
家
﹇
国
民
﹈
社
会
主
義
﹂︑﹃
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
﹄（
73
番
）
に
﹁（
特
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
民

︹
国
家
︺
社
会
主
義
﹂
と
い
う
表
記
が
あ
っ
た
︒

二－

二－

二
　
二
〇
〇
一
年
以
降

75
　﹃
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和
大
辞
典
﹄（
小
西
友
七
ほ
か
編
︑
大
修
館
書
店
︑
第
三
版
︑
二
〇
〇
一
年
）　
国
家
社
会
主
義

76
　﹃
ポ
ケ
ッ
ト
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
伊
和
・
和
伊
辞
典
﹄（
郡
史
郎
ほ
か
編
︑
小
学
館
︑
二
〇
〇
一
年
）　
ナ
チ
ズ
ム
（
ド
イ
ツ
国
家
社
会
主
義
）

77
　﹃
新
英
和
大
辞
典
﹄
第
六
版
（
竹
林
滋
ほ
か
編
︑
研
究
社
︑
二
〇
〇
二
年
）　（
ド
イ
ツ
の
）
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

78
　﹃
ア
ド
バ
ン
ス
ト
フ
ェ
イ
バ
リ
ッ
ト
英
和
辞
典
﹄（
浅
野
博
ほ
か
編
︑
東
京
書
籍
︑
二
〇
〇
二
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

79
　﹃
日
中
辞
典
﹄
第
二
版
（
依
藤
醇
ほ
か
編
︑
小
学
館
︑
北
京
・
商
務
印
書
館
︑
二
〇
〇
二
年
）　
徳
国
国
社
党 （
17
）

80
　﹃
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
﹄
第
五
版
（
天
羽
均
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
二
〇
〇
三
年
）　（
と
く
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
社
会
主
義

81
　﹃
新
和
英
大
辞
典
﹄
第
五
版
（
渡
邉
敏
郎
ほ
か
編
︑
研
究
社
︑
二
〇
〇
三
年
）　﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
欄
で
﹁
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
表
記

82
　﹃
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
仏
和
中
辞
典
﹄
第
二
版
（
田
村
毅
ほ
か
編
︑
旺
文
社
︑
二
〇
〇
五
年
）　（
ヒ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
社
会
主
義



10小　黒　康　正

83
　 ﹃
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和
辞
典
﹄
第
四
版
（
小
西
友
七
ほ
か
編
︑
大
修
館
書
店
︑
二
〇
〇
六
年
）　
ナ
チ
ズ
ム
︑
ド
イ
ツ
国
家
社
会
主
義

84
　﹃
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
=
日
本
語
辞
典
﹄（
古
賀
勝
ほ
か
編
︑
大
修
館
書
店
︑
二
〇
〇
六
年
）　
ド
イ
ツ
民
族
社
会
主
義

85
　﹃
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
日
本
語
辞
典
﹄（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
日
本
語
辞
典
編
集
委
員
会
編
︑
研
究
社
︑
二
〇
〇
六
年
）　
国
家
社
会
主
義
︹
ナ
チ
ス
党
の
教
義
︺

86
　﹃
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
﹄
第
六
版
（
天
羽
均
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
二
〇
〇
七
年
）　（
と
く
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
社
会
主
義

87
　 ﹃
ク
ラ
ウ
ン
西
和
辞
典
﹄（
原
誠
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
二
〇
〇
九
年
）　（
特
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
﹇
国
民
﹈
社
会
主
義
︹nacionalsocialism

o

の
訳

語
︺

 
 

関
連
語
の
訳
し
方
に
差
異
が
あ
る
の
で
︑
参
考
ま
で
に
表
記
す
る
︒

 
 

nazi

　（
形
）
ナ
チ
ス
の
︑
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
の

　（
名
）
ナ
チ
﹇
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
の
﹈
党
員
︑
ナ
チ
ス
支
持
者

 
 

nazism
o

　
ナ
チ
ズ
ム
︑（
ド
イ
ツ
）
国
家
社
会
主
義

 
 

nazista

　
ナ
チ
ス
ト

 
 

nacionalsocialista

　（
形
）
国
家
﹇
国
民
﹈
社
会
主
義
の

　（
名
）
国
家
﹇
国
民
﹈
社
会
主
義
者

88
　 ﹃
プ
チ
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
仏
和
辞
典
﹄
第
四
版
（
倉
方
秀
憲
ほ
か
編
︑
旺
文
社
︑
二
〇
一
〇
年
）　（
ヒ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
社
会
主
義

89
　 ﹃C

hallenge

中
学
英
和
・
和
英
辞
典
﹄（
橋
本
光
郎
ほ
か
編
︑
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
︑
二
〇
一
二
年
）　︿N

ational Socialism

﹀
の

項
目
な
し
︑︿the N

azis

で
﹀
ナ
チ
党
︑
ナ
チ
ス
（
ヒ
ト
ラ
ー
が
率
い
た
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
）

90
　 ﹃
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
英
和
中
辞
典
﹄
第
五
版
（
瀬
戸
賢
一
ほ
か
編
︑
小
学
館
︑
二
〇
一
二
年
）　
ナ
チ
ズ
ム
（N

azism

）︑
国
家
社
会
主
義

91
　 ﹃
ウ
ィ
ズ
ダ
ム
英
和
辞
典
﹄
第
三
版
（
井
上
永
幸
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
二
〇
一
三
年
）　（
旧
ド
イ
ツ
・
ナ
チ
ス
の
）
国
家
社
会
主
義

92
　 ﹃
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和
大
辞
典
﹄
第
五
版
（
小
西
友
七
ほ
か
編
︑
大
修
館
書
店
︑
二
〇
一
四
年
）　（
旧
ド
イ
ツ
の
）
国
家
社
会
主
義

93
　 ﹃
オ
ー
レ
ッ
ク
ス
英
和
辞
典
﹄
第
二
版
（
野
村
恵
造
ほ
か
編
︑
旺
文
社
︑
二
〇
一
六
年
）　
国
家
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム

94
　 ﹃
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ

　
ロ
シ
ア
語
辞
典
﹄（
中
澤
英
彦
ほ
か
編
︑
物
書
堂
︑
二
〇
一
六
年
）　
ナ
チ
ズ
ム
︑
ド
イ
ツ
国
家
社
会
主
義

95
　 ﹃
プ
チ
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
仏
和
辞
典
﹄
第
四
版
（
倉
方
秀
憲
ほ
か
編
︑
旺
文
社
︑
二
〇
二
〇
年
）　（
ヒ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
社
会
主
義

96
　 ﹃
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
﹄
第
七
版
（
天
羽
均
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
二
〇
二
一
年
）　（
と
く
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
社
会
主
義

二
〇
〇
一
年
以
降
も﹁
国
家
社
会
主
義
﹂の
訳
語
が
そ
れ
以
前
と
同
様
に
主
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
︒
例
外
は
︑﹃
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
=
日
本
語
辞
典
﹄（
84

番
）
の
﹁
ド
イ
ツ
民
族
社
会
主
義
﹂
と
﹃
ク
ラ
ウ
ン
西
和
辞
典
﹄（
87
番
）
の
﹁（
特
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
﹇
国
民
﹈
社
会
主
義
﹂
に
と
ど
ま
る
︒
な
お
︑
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﹃
ク
ラ
ウ
ン
仏
和
辞
典
﹄
に
関
し
て
は
補
足
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
︒
一
九
七
八
年
の
初
版
（
60
番
）
か
ら
一
九
八
九
年
の
第
三
版
（
66
番
）
ま
で
は
﹁（
特

に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
表
記
で
あ
っ
た
が
︑
一
九
九
九
年
の
第
四
版
（
73
番
）
に
な
る
と
﹁（
特
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
）
国
民
︹
国
家
︺

社
会
主
義
﹂
に
一
時
的
に
変
更
さ
れ
た
も
の
の
︑
二
〇
〇
三
年
の
第
五
版
（
80
番
）
か
ら
二
〇
二
一
年
の
第
七
版
（
96
番
）
ま
で
再
び
﹁（
特
に
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

の
）
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
記
載
に
戻
っ
て
い
る
︒

二－

三
　
国
語
辞
典

97
　 ﹃
新
編
大
言
海
﹄（
大
槻
文
彦
・
大
槻
清
彦
編
︑
富
山
房
︑
二
〇
〇
一
年
）　
記
載
無
し

98
　 ﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄（
北
原
保
雄
ほ
か
編
︑
小
学
館
︑
第
二
版
︑
二
〇
〇
一
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

99
　 ﹃
新
明
解
国
語
辞
典
﹄（
山
田
忠
雄
ほ
か
編
︑
三
省
堂
︑
第
六
版
︑
小
型
版
︑
二
〇
〇
八
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
︒
ナ
チ
ス
に
よ
っ
て
代

表
さ
れ
る
右
翼
的
全
体
主
義
︒

100
　 ﹃
広
辞
苑
﹄（
新
村
出
ほ
か
編
︑
岩
波
書
店
︑
第
六
版
︑
二
〇
〇
八
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

101
　 ﹃
岩
波　

国
語
辞
典
﹄（
西
尾
実
ほ
か
編
︑
岩
波
書
店
︑
第
七
版
︑
二
〇
〇
九
年
）　
ナ
チ
ス
の
政
治
・
社
会
思
想
︒
国
家
主
義
︑
偏
狭
な
民
族
主
義
︑
独

裁
（
全
体
）
主
義
が
特
色
︒

102
　 ﹃
明
鏡
国
語
辞
典
﹄（
北
原
保
雄
ほ
か
編
︑
大
修
館
書
店
︑
第
二
版
︑
二
〇
一
〇
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
の
通
称
（﹁
ナ
チ
ス
﹂
欄
）︒
ナ

チ
ス
の
政
治
理
念
ま
た
は
そ
の
支
配
体
制
︒
ゲ
ル
マ
ン
民
族
至
上
主
義
を
唱
え
︑
過
激
な
全
体
主
義
と
偏
狭
な
民
族
主
義
を
特
徴
と
す
る
（﹁
ナ
チ
ズ

ム
﹂
欄
）︒

103
　 ﹃
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
﹄（
松
村
明
ほ
か
編
小
学
館
︑
定
本
﹃
大
辞
泉
﹄
第
二
版
︑
二
〇
一
二
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

104
　 ﹃
現
代
カ
タ
カ
ナ
語
辞
典
﹄（
旺
文
社
︑
電
子
辞
書
収
録
版
︑
二
〇
一
五
年
）　
ナ
チ
の
信
奉
す
る
国
粋
的
国
家
社
会
主
義

105
　 ﹃
旺
文
社　

国
語
辞
典
﹄（
山
口
明
穂
ほ
か
編
︑
旺
文
社
︑
第
十
一
版
︑
二
〇
一
七
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

以
上
の
記
載
が
示
す
と
お
り
︑
国
語
辞
典
の
﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
や
﹁
ナ
チ
ス
﹂
の
項
目
で
は
︑
独
和
辞
典
や
各
国
語
辞
書
と
は
異
な
り
説
明
的
な
記
述
に
な
っ

て
い
る
も
の
の
︑
独
和
辞
典
や
そ
れ
以
外
の
各
国
語
辞
書
と
同
様
に
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
や
﹁
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
い
う
表
記
が
大
半
を

占
め
る
︒﹃
新
編
大
言
海
﹄
の
場
合
︑
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
七
年
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
言
海
﹄
の
増
補
改
訂
版
と
い
う
こ
と
も
あ
り
︑そ
こ
に
は
当
該

項
目
が
見
当
た
ら
な
い
︒
こ
う
し
た
例
外
を
除
く
と
︑
現
在
日
本
で
流
通
し
て
い
る
代
表
的
な
国
語
辞
典
に
お
い
て
は
︑
大
方
の
外
国
語
の
辞
書
と
同
様
に
︑
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﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
訳
語
に
対
す
る
批
判
が
い
ま
だ
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
︒

二－
四
　
百
科
事
典

106
　 ﹃
ニ
ュ
ー
ワ
イ
ド
学
習
百
科
事
典
﹄（
学
習
研
究
社
︑
第
五
巻
︑
二
〇
〇
二
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

107
　 ﹃
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
﹄（
大
貫
隆
ほ
か
編
︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
二
年
）　
国
家
社
会
主
義
体
制
（
ナ
チ
ズ
ム
）（
天
野
有
担
当
）

108
　 ﹃
現
代
芸
術
思
想
事
典
﹄（
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
エ
ド
ガ
ー
ほ
か
編
︑
富
山
太
佳
夫
ほ
か
訳
︑
青
土
社
︑
二
〇
〇
二
年
）　
ド
イ
ツ
国
家
社
会
主
義

109
　 ﹃
ビ
ジ
ュ
ア
ル
大
世
界
史
﹄（
ク
ラ
ウ
ス
・
ベ
ル
ン
ド
ル
ほ
か
編
集
︑
日
経
ナ
シ
ョ
ナ
ル　

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
︑
二
〇
〇
七
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド

イ
ツ
労
働
者
党

110
　 ﹃
百
科
事
典
マ
イ
ペ
デ
ィ
ア
﹄（
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ビ
ジ
ネ
ス
︑
電
子
辞
書
版
︑
二
〇
〇
八
年
）　
国
民
社
会
主
義
（
国
家
社
会
主
義
と
も
訳

す
）
ド
イ
ツ
労
働
者
党
（﹁
ナ
チ
ス
﹂
欄
）︑
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
（﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
欄
）

111
　 ﹃
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
﹄（
ブ
リ
タ
ニ
カ
・
ジ
ャ
パ
ン
︑
小
項
目
電
子
辞
書
版
︑
二
〇
一
六
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
（﹁
ナ
チ

ス
﹂
欄
）︑
民
族
（
国
家
）
社
会
主
義
（﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
欄
）︒

112
　 ﹃
ハ
イ
デ
ガ
ー
事
典
﹄（
ハ
イ
デ
ガ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
︑
昭
和
堂
︑
二
〇
二
一
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
（
轟
孝
夫
担
当
）

日
本
に
お
け
る
代
表
的
な
百
科
事
典
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
関
連
の
記
述
が
多
い
個
別
の
事
典
に
お
い
て
﹁
ナ
チ
ス
﹂
や
﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
の
項
目
で

N
ationalsozialism

us

は
ど
の
よ
う
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
事
典
に
関
し
て
は
︑
確
認
可
能
な
範
囲
で
︑
編
者
の
み
な
ら
ず
︑
該
当
の
項
目
担

当
者
名
も
記
し
た
︒
二
〇
〇
〇
年
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
百
科
事
典
の
場
合
︑
政
党
名
を
含
め
て
言
え
ば
︑﹃
大
事
典

　desk

﹄（
梅
棹
忠
夫
ほ
か
編
︑
講
談
社
︑

一
九
八
三
年
）
の
よ
う
に
﹁
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
表
記
が
従
来
か
ら
あ
る
一
方
で
︑﹃
グ
ラ
ン
ド
現
代
百
科
事
典
﹄（
学
習
研
究
社
︑
改
訂

新
版
︑
一
九
八
三
年
）
の
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
や
﹃
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）﹄（
小
学
館
︑
一
九
八
四
年
︑
カ
シ
オ
計
算
機
内
蔵
電
子
版
二
〇
一

四
年
）
の
﹁
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂（
村
瀬
興
雄
担
当
）
と
い
う
表
記
も
あ
る
︒
他
に
﹃
世
界
大
百
科
事
典
﹄（
加
藤
周
一
ほ
か
編
︑
平
凡
社
︑

一
九
八
八
年
）
の
よ
う
に
﹁
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
︒
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
と
も
訳
す
﹂（
中
村
幹
雄
担
当
）
と
い
う
併
記
も
あ
っ

た
︒
こ
う
し
た
併
記
は
二
〇
〇
一
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
百
科
事
典
に
も
見
ら
れ
る
も
の
の
︑
表
記
の
不
統
一
が
見
受
け
ら
れ
︑﹃
百
科
事
典
マ
イ
ペ
デ
ィ

ア
﹄（
110
番
）
の
場
合
︑﹁
ナ
チ
ス
﹂
欄
で
は
﹁
国
民
社
会
主
義
（
国
家
社
会
主
義
と
も
訳
す
）
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
併
記
し
て
い
る
が
︑﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
欄

で
は
﹁
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
だ
け
示
し
て
お
り
︑﹃
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
﹄（
111
番
）
の
場
合
は
い
わ
ば
逆
で
︑﹁
ナ
チ
ス
﹂
欄
で
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﹁
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
記
載
し
︑﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
欄
で
﹁
民
族
（
国
家
）
社
会
主
義
﹂
と
併
記
し
て
い
る
︒
哲
学
思
想
系
の
事
典
に
関
し
て

は
︑﹃
哲
学
事
典
﹄（
林
達
夫
ほ
か
編
︑
平
凡
社
︑
一
九
七
一
年
）︑﹃
ナ
チ
ス
第
三
帝
国
事
典
﹄（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
テ
ー
ラ
ー
︑
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
シ
ョ
ー
著
︑
吉

田
八
岑
監
訳
︑
三
交
社
︑
一
九
九
三
年
）︑﹃
岩
波
哲
学
思
想
事
典
﹄（
廣
松
渉
・
三
島
憲
一
ほ
か
編
︑
岩
波
書
店
︑
一
九
九
八
年
︑
山
本
尤
担
当
）
な
ど
で
は

﹁
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
を
採
用
し
て
い
た
の
に
対
し
て
︑
比
較
的
新
し
い
﹃
ハ
イ
デ
ガ
ー
事
典
﹄（
112
番
）
で
は
﹁
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労

働
者
党
﹂
が
採
用
さ
れ
て
お
り
︑
詰
ま
る
と
こ
ろ
︑
事
典
類
の
場
合
︑
二
〇
〇
〇
年
以
前
の
諸
例
を
含
め
て
言
う
と
︑
全
体
と
し
て
訳
語
の
不
統
一
が
辞
書

以
上
に
大
き
い
︒

二－

五
　
教
科
書
、
学
習
参
考
書

113
　 ﹃
山
川
世
界
史
小
辞
典
﹄（
世
界
史
小
辞
典
編
集
委
員
会
編
︑
山
川
出
版
社
︑
改
訂
新
版
︑
二
〇
〇
四
年
）　
国
民
社
会
主
義
（﹁
ナ
チ
ス
﹂
欄
）︑
国
民
社

会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
（﹁
ナ
チ
党
﹂
欄
）

114
　 ﹃
ニ
ュ
ー
ス
テ
ー
ジ　

世
界
史
詳
覧
﹄（
浜
島
書
店
︑
改
訂
版
︑
二
〇
〇
六
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
（
ナ
チ
党
）

115
　 ﹃
新
選
世
界
史
Ｂ
﹄（
東
京
書
籍
︑
二
〇
一
三
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

116
　 ﹃
世
界
史
Ｂ
一
問
一
答
﹄（
齋
藤
整
︑
東
進
ブ
ッ
ク
ス
︑
二
〇
一
三
年
）　
国
民
（
国
家
）
社
会
主
義

117
　 ﹃
時
代
と
流
れ
で
覚
え
る
！　

世
界
史
Ｂ
用
語
﹄（
相
田
知
史
ほ
か
著
︑
文
英
堂
︑
二
〇
一
六
年
）　
国
民
（
国
家
）
社
会
主
義
党
︑
ナ
チ
党

118
　 ﹃
詳
説
世
界
史
﹄（
木
村
靖
二
ほ
か
編
︑
山
川
出
版
社
︑
二
〇
一
三
年
）　
国
民
（
国
家
）
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

119
　 ﹃
世
界
史
用
語
集
﹄（
全
国
歴
史
教
育
研
究
協
議
会
編
︑
二
〇
一
四
年
）　
国
民
（
国
家
）
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
（﹁
ナ
チ
ス=

ド
イ
ツ
と
ヴ
ェ
ル

サ
イ
ユ
体
制
の
破
壊
﹂
欄
）︑
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
（﹁
ナ
チ
党
﹂
欄
）

120
　 ﹃
市
民
の
た
め
の
世
界
史
﹄（
大
阪
大
学
歴
史
教
育
研
究
会
︑
大
阪
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
四
年
）　
ナ
チ
党

121
　 ﹃
中
学　

歴
史　

日
本
の
歴
史
と
世
界
﹄（
清
水
書
院
︑
二
〇
一
五
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

122
　 ﹃
新
版　

新
し
い
歴
史
教
科
書
﹄（
杉
原
誠
四
郎
︑
西
尾
幹
二
ほ
か
編
︑
自
由
社
︑
二
〇
一
五
年
）　
ナ
チ
ス
党

123
　 ﹃
高
等
学
校　

世
界
史
Ａ
﹄（
上
田
信
︑
大
久
保
桂
子
ほ
か
編
︑
清
水
書
院
︑
新
訂
版
︑
二
〇
一
六
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

124
　 ﹃
詳
説
世
界
史
﹄（
木
村
靖
二
ほ
か
著
︑
山
川
出
版
社
︑
改
訂
版
︑
二
〇
一
六
年
）　
ナ
チ
党
︑
国
民
（
国
家
）
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

125
　 ﹃
世
界
史
Ｂ
﹄（
実
教
出
版
︑
新
訂
版
︑
二
〇
一
六
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

126
　 ﹃
現
代
社
会
﹄（
数
研
出
版
︑
二
〇
一
六
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
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127
　 ﹃
最
新
世
界
史
図
説
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
﹄（
帝
国
書
院
︑
第
十
四
版
︑
二
〇
一
六
年
）　
国
民
社
会
主
義

128
　 ﹃
ア
カ
デ
ミ
ア
世
界
史
﹄（
浜
島
書
店
編
集
部
編
︑
浜
島
書
店
︑
改
訂
版
︑
二
〇
一
七
年
）　
ナ
チ
党

129
　 ﹃
詳
説　

世
界
史
研
究
﹄（
木
村
靖
二
ほ
か
編
︑
山
川
出
版
社
︑
全
面
改
訂
版
︑
二
〇
一
七
年
）　
国
民
社
会
主
義

130
　 ﹃
新
詳
世
界
史
Ｂ
﹄（
川
北
稔
ほ
か
編
︑
帝
国
書
院
︑
二
〇
一
七
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

131
　 ﹃
世
界
史
Ｂ
﹄（
福
井
憲
彦
ほ
か
︑
東
京
書
籍
︑
二
〇
一
七
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

132
　 ﹃
世
界
史
用
語
集
﹄（
全
国
歴
史
教
育
研
究
協
議
会
編
︑
山
川
出
版
社
︑
改
訂
版
︑
二
〇
一
八
年
）　
国
民
（
国
家
）
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
︑
ナ
チ

党

133
　 ﹃
世
界
史
Ｂ
﹄（
岸
本
美
緒
ほ
か
編
︑
東
京
書
籍
︑
二
〇
一
八
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

134
　 ﹃
新
し
い
社
会

　
歴
史
﹄（
矢
ヶ
崎
典
隆
︑
坂
上
康
俊
ほ
か
編
︑
東
京
書
籍
︑
二
〇
二
〇
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

135
　 ﹃
要
説
世
界
史
﹄（
木
村
靖
二
ほ
か
編
︑
山
川
出
版
社
︑
改
訂
版
︑
二
〇
二
一
年
）　
国
民
︿
国
家
﹀
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

近
年
刊
行
さ
れ
た
教
科
書
や
学
習
参
考
書
の
﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
や
﹁
ナ
チ
ス
﹂
の
項
目
に
お
い
て
は
︑
党
名
表
記
が
圧
倒
的
に
多
い
︒
但
し
︑﹁
国
家
社
会
主

義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
い
う
党
名
表
記
が
あ
る
の
は
︑
121
︑
126
番
に
限
ら
れ
る
︒
他
に
﹁
ナ
チ
党
﹂
も
し
く
は
﹁
ナ
チ
ス
党
﹂
と
い
う
表
記
が
︑
120
︑
122
︑

128
番
に
お
い
て
確
認
で
き
よ
う
︒
以
上
に
対
し
て
︑
近
年
刊
行
さ
れ
た
教
科
書
や
学
習
参
考
書
の
場
合
︑﹁
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
も
し
く
は

﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
と
い
う
い
わ
ば
旗
幟
を
鮮
明
に
す
る
単
記
表
記
が
多
い
（
113
︑
114
︑
115
︑
123
︑
125
︑
127
︑
129
︑
130
︑
131
︑
133
︑
134
番
）︒
他
に
﹁
国
民
︿
国

家
﹀
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
併
記
す
る
例
が
多
い
の
も
教
科
書
や
学
習
参
考
書
の
特
徴
と
言
え
よ
う
（
116
︑
117
︑
118
︑
119
︑
124
︑
132
︑
135
番
）︒
但

し
︑
併
記
と
い
っ
て
も
︑﹁
国
家
︿
国
民
﹀
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
い
う
表
記
が
一
つ
も
な
い
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
︒﹁
国
民
︿
国
家
﹀
社

会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
い
う
併
記
は
︑N

ationalsozialism
us

の
訳
語
と
し
て

　
一
般
に
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
が
ま
だ
ま
だ
流
布
し
て
い
る
も
の
の
︑

や
は
り
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
を
適
切
と
み
な
す
見
解
の
表
れ
と
言
え
よ
う
︒

以
上
の
状
況
が
日
本
の
中
学
高
校
教
育
に
も
た
ら
す
影
響
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
︒
と
い
う
の
も
︑
現
状
で
は
︑N

ationalsozialism
us

の
訳
語
が
不
統

一
の
ま
ま
︑
中
学
生
と
高
校
生
は
歴
史
の
授
業
で
﹁
ナ
チ
ス
﹂
の
こ
と
を
学
習
す
る
か
ら
だ
︒
辞
書
類
で
は
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
訳
語
が
多
い
の
に

対
し
て
︑
教
科
書
類
で
は
︑
単
記
で
あ
れ
併
記
で
あ
れ
︑﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
と
い
う
訳
語
が
多
い
︒
こ
う
な
る
と
︑
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
起
き
て
し
ま

う
︒
高
校
の
歴
史
学
習
で
ナ
チ
ズ
ム
を
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
と
学
ん
だ
学
習
者
が
︑
英
語
や
国
語
の
辞
書
に
お
い
て
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
表
記
に
出

く
わ
し
︑
更
に
大
学
で
英
語
以
外
の
外
国
語
を
初
習
外
国
語
と
し
て
学
ぶ
際
︑
ド
イ
ツ
語
で
あ
れ
︑
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
れ
︑
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
れ
︑
第
二
外
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国
語
の
辞
書
を
引
く
と
や
は
り
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
の
表
記
に
出
く
わ
し
︑
こ
う
し
た
不
統
一
に
困
っ
た
挙
句
に
事
典
を
引
く
と
︑
そ
れ
も
複
数
の
事
典
を

引
き
比
べ
る
と
︑
全
体
と
し
て
訳
語
の
不
統
一
が
辞
書
以
上
に
大
き
い
た
め
︑
さ
ら
な
る
混
乱
に
陥
っ
て
し
ま
う
︒
こ
の
よ
う
に
混
迷
が
深
ま
る
原
因
は
︑

あ
え
て
単
純
化
し
て
言
え
ば
︑
辞
書
の
執
筆
陣
と
歴
史
教
科
書
の
執
筆
陣
が
異
な
る
点
に
あ
る
︒
独
和
辞
典
の
場
合
︑
ド
イ
ツ
語
学
や
ド
イ
ツ
文
学
の
研
究

者
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
る
の
に
対
し
て
︑
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
ナ
チ
ズ
ム
の
項
目
は
ド
イ
ツ
現
代
史
の
研
究
者
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
︒
つ

ま
り
︑
ド
イ
ツ
語
や
ド
イ
ツ
文
学
を
研
究
す
る
狭
義
の
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
は
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
を
採
用
し
︑
現
代
ド
イ
ツ
史
を
研
究
す
る
広
義
の
ゲ
ル
マ
ニ

ス
ト
は
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
︒

二－

六
　「
ナ
チ
ズ
ム
」
や
「
ナ
チ
ス
」
を
扱
う
書
籍

136
　 ﹃
ヒ
ト
ラ
ー
全
記
録
﹄（
阿
部
良
男
著
︑
柏
書
房
︑
二
〇
〇
一
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

137
　 ﹃
世
界
史
（
下
）﹄（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｈ
・
マ
ク
ニ
ー
ル
著
︑
増
田
義
郎
︑
佐
々
木
昭
夫
訳
︑
中
央
公
論
新
社
︑
二
〇
〇
八
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ

労
働
者
党

138
　 ﹃
ヒ
ト
ラ
ー
を
支
持
し
た
ド
イ
ツ
国
民
﹄（
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
ラ
テ
リ
ー
著
︑
根
岸
隆
夫
訳
︑
み
す
ず
書
房
︑
二
〇
〇
八
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労

働
者

139
　 ﹃
ロ
マ
ン
主
義
﹄（
リ
ュ
デ
ィ
ガ
ー
・
ザ
フ
ラ
ン
ス
キ
ー
著
︑
津
山
拓
也
訳
︑
法
政
大
学
出
版
局
︑
二
〇
一
〇
年
）　
国
家
社
会
主
義

140
　 ﹃
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
争
︱
大
戦
前
夜
の
思
想
家
た
ち
﹄（
福
家
崇
洋
著
︑
河
出
書
房
新
社
︑
二
〇
一
二
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者

141
　 ﹃
ヒ
ト
ラ
ー
の
国
民
国
家
﹄（
ゲ
ッ
ツ
・
ア
リ
ー
著
︑
芝
健
介
訳
︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
一
二
年
）　
国
民
的
社
会
主
義

142
　 ﹃
ナ
チ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
ア
ラ
ブ
世
界
﹄（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ハ
ー
フ
著
︑
星
乃
治
彦
ほ
か
訳
︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
一
三
年
）　
民
族
社
会
主
義

143
　 ﹃
ヒ
ト
ラ
ー
演
説

　
熱
狂
の
真
実
﹄（
高
田
博
行
著
︑
中
公
新
書
︑
二
〇
一
四
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

144
　 ﹃
森
と
山
と
川
で
た
ど
る
ド
イ
ツ
史
﹄（
池
上
俊
一
著
︑
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
︑
二
〇
一
五
年
）　
国
民
社
会
主
義

145
　 ﹃
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
﹄（
石
田
勇
治
著
︑
講
談
社
現
代
新
書
︑
二
〇
一
五
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

146
　 ﹃
ヒ
ト
ラ
ー

　
上

　
一
八
八
九－

一
九
三
六

　
傲
慢
﹄（
イ
ア
ン
・
カ
ー
シ
ョ
ー
著
︑
川
喜
田
敦
子
訳
︑
石
田
勇
治
監
修
︑
白
水
社
︑
二
〇
一
六
年
）　
国

民
社
会
主
義
労
働
者
党

147
　 ﹃
ヒ
ト
ラ
ー

　
下

　
一
九
三
六－

一
九
四
五

　
天
罰
﹄（
イ
ア
ン
・
カ
ー
シ
ョ
ー
著
︑
福
永
美
和
子
訳
︑
石
田
勇
治
監
修
︑
白
水
社
︑
二
〇
一
六
年
）　
国

民
社
会
主
義
労
働
者
党
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148
　 ﹃
ナ
チ
ス
の
﹁
手
口
﹂
と
緊
急
事
態
条
項
﹄（
長
谷
部
恭
男
︑
石
田
勇
治
著
︑
集
英
社
新
書
︑
二
〇
一
七
年
）　
国
民
社
会
主
義
労
働
者
党

149
　 ﹃
ナ
チ
ズ
ム
の
時
代
﹄（
山
本
秀
行
著
︑
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
四
九
︑
山
川
出
版
社
︑
二
〇
一
七
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

150
　 ﹃
フ
ァ
シ
ス
ト
的
公
共
性
︱
総
力
線
体
制
の
メ
デ
ィ
ア
学
﹄（
佐
藤
卓
己
著
︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
一
八
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

151
　 ﹃
ド
イ
ツ
の
右
翼
﹄（
フ
ォ
ル
カ
ー
・
ヴ
ァ
イ
ス
著
︑
長
谷
川
晴
生
訳
︑
新
泉
社
︑
二
〇
一
九
年
）　
国
民
社
会
主
義
（﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
い
う
ル
ビ
付
き
）

152
　 ﹃
溺
れ
る
も
の
と
救
わ
れ
る
も
の
﹄（
プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
著
︑
竹
山
博
英
訳
︑
朝
日
文
庫
︑
二
〇
一
九
年
）　
国
家
社
会
主
義

153
　 ﹃
ド
イ
ツ
文
化
事
典
﹄（
石
田
勇
治
ほ
か
編
︑
丸
善
書
店
︑
二
〇
二
〇
年
）　
国
民
社
会
主
義
労
働
者
党

154
　 ﹃
ナ
チ
ス
機
関
誌
﹁
女
性
展
望
﹂
を
読
む
﹄（
桑
原
ヒ
サ
子
著
︑
青
弓
社
︑
二
〇
二
〇
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

155
　 ﹃
第
三
帝
国

　
あ
る
独
裁
の
歴
史
﹄（
ウ
ル
リ
ヒ
・
ヘ
ル
ベ
ル
ト
著
︑
小
野
寺
拓
也
訳
︑
角
川
新
書
︑
二
〇
二
一
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

156
　
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｌ
・
モ
ッ
セ
﹃
大
衆
の
国
民
化
﹄（
佐
藤
卓
巳
ほ
か
訳
︑
ち
く
ま
学
芸
文
庫
︑
二
〇
二
一
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

157
　 ﹃
ヒ
ト
ラ
ー

　
虚
構
の
独
裁
者
﹄（
芝
健
介
著
︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
二
一
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

158
　 ﹃
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
﹄（
今
野
元
著
︑
中
公
新
書
︑
二
〇
二
一
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

159
　 ﹃
ド
イ
ツ
文
学
の
道
し
る
べ
﹄（
畠
山
寛
︑
吉
中
俊
貴
︑
岡
本
和
子
編
著
︑ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
二
〇
二
一
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
（﹁
ド

イ
ツ
の
歴
史
を
大
づ
か
み
に
ス
ケ
ッ
チ
﹂
欄
︑
畠
山
寛
担
当
）

160
　 ﹃
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
と
ヒ
ト
ラ
ー

　
戦
後
民
主
主
義
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
﹄（
池
田
浩
士
著
︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
二
二
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働

者
党

161
　 ﹁
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
︱
芸
術
の
首
都
の
物
語
﹂（﹃
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

　
ま
い
に
ち
ド
イ
ツ
語　

二
〇
二
二
年
三
月
号
﹄︑
前
田
良
三
著
︑
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
︑
二
〇
二

二
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

162
　 ﹃
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
の
文
化
史
﹄（
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー
著
︑
長
谷
川
晴
生
︑
藤
崎
剛
人
︑
今
井
宏
昌
訳
︑
青
土
社
︑
二
〇
二
三
年
）　
国
民
社

会
主
義
（﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
い
う
ル
ビ
付
き
）

163
　 ﹃
ア
ー
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー

　
あ
る
独
裁
者
の
伝
記
﹄（
ハ
ン
ス
=
ウ
ル
リ
ヒ
・
タ
ー
マ
ー
著
︑
斉
藤
寿
雄
訳
︑
法
政
大
学
出
版
局
︑
二
〇
二
三
年
）　
国

民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

164
　 ﹃
沈
黙
の
勇
者
た
ち

　
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
ド
イ
ツ
市
民
の
戦
い
﹄（
岡
典
子
著
︑
新
潮
選
書
︑
二
〇
二
三
年
）　
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党

165
　 ﹃
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
遺
言
︱
ナ
チ
ズ
ム
は
復
活
す
る
の
か
﹄（
永
峯
清
成
著
︑
渓
流
社
︑
二
〇
二
三
年
）　
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
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﹁
ナ
チ
ズ
ム
﹂
や
﹁
ナ
チ
ス
﹂
を
扱
う
近
年
刊
行
さ
れ
た
書
籍
の
場
合
︑﹁
国
家
社
会
主
義
﹂（
137
︑
139
︑
152
番
）
や
﹁
民
族
社
会
主
義
﹂（
142
番
）
と
い
う

表
記
が
若
干
見
ら
れ
る
も
の
の
︑﹁
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
い
う
表
記
が
圧
倒
的
に
多
い
︒
二
〇
〇
〇
年
以
前
の
場
合
︑ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
研

究
者
の
村
瀬
興
雄
が
既
に
一
九
六
〇
年
代
に
﹁
国
民
社
会
主
義
的
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
い
う
表
記
を
﹃
ヒ
ト
ラ
ー　

ナ
チ
ズ
ム
の
誕
生
﹄（
村
瀬
興
雄
著
︑

誠
文
堂
新
社
︑
一
九
六
二
年
）
と
﹃
世
界
の
歴
史　

十
五　

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
第
二
次
世
界
大
戦
﹄（
村
瀬
興
雄
著
︑
中
央
公
論
社
︑
一
九
六
二
年
）
で
用
い
て
い

た
が
︑
そ
の
後
は
﹁
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
い
う
表
記
が
一
般
的
に
な
る
︒
教
科
書
類
に
見
ら
れ
た
﹁
国
民
（
国
家
）
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労

働
者
党
﹂
と
い
う
併
記
も
見
受
け
ら
れ
な
い
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
二
〇
〇
一
年
以
降
に
な
る
と
︑﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
や
﹁
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者

党
﹂
と
い
う
表
記
が
明
ら
か
に
増
え
出
す
︒
そ
の
先
行
例
と
し
て
︑
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ
著
﹃
こ
の
時
代
の
遺
産
﹄（
池
田
浩
士
訳
︑
三
一
書
房
︑
一
九

八
二
年
）︑﹃
ヒ
ト
ラ
ー
と
第
三
帝
国
﹄（
ク
ラ
ウ
ス
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ド
著
︑
中
井
晶
夫
ほ
か
訳
︑
南
窓
社
︑
一
九
八
七
年
）
や
﹃
ワ
イ
マ
ー
ル
文
化
と
フ
ァ

シ
ズ
ム
﹄（
蔭
山
宏
著
︑
み
す
ず
書
房
︑
一
九
八
六
年
）
や
﹃
武
器
と
し
て
の
宣
伝
﹄（
ヴ
ィ
リ
ー
・
ミ
ュ
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
著
︑
星
乃
治
彦
訳
︑
柏
書
房
︑

一
九
九
五
年
）
な
ど
が
あ
っ
た
︒
中
で
も
社
会
思
想
史
系
の
ド
イ
ツ
文
学
研
究
者
で
あ
る
小
岸
昭
が
刊
行
し
た
﹃
世
俗
宗
教
と
し
て
の
ナ
チ
ズ
ム
﹄（
小
岸
昭

著
︑
ち
く
ま
新
書
︑
二
〇
〇
〇
年
）
は
︑
一
つ
の
興
味
深
い
事
例
を
示
す
︒
同
書
で
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
講
演
﹁
理
性
に
訴
え
る
﹂
が
森
川
俊
夫
訳
で
引
用

さ
れ
た
際
︑
森
川
訳
（﹃
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
全
集
Ｘ
﹄︑
新
潮
社
︑
一
九
七
二
年
）
で
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
訳
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
ナ
チ
ズ

ム
に
当
た
る
当
該
箇
所
は
著
者
の
判
断
で
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
に
表
記
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒ （
18
）
こ
の
よ
う
に
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
と
い
う
表
記
を
支
持

す
る
傾
向
は
︑
数
多
く
の
ヒ
ト
ラ
ー
関
連
文
献
を
渉
猟
し
た
歴
史
研
究
者
で
あ
る
阿
部
良
男
の
著
作
（
136
番
）
が
示
す
よ
う
に
︑
ド
イ
ツ
の
現
代
史
や
政
治

史
や
社
会
思
想
史
な
ど
の
研
究
者
に
よ
る
著
作
に
お
い
て
︑
と
り
わ
け
著
し
い
︒
こ
れ
ら
の
専
門
分
野
で
は
︑N

ationalsozialism
us

の
中
に
認
め
ら
れ
る

﹁
国
家
社
会
主
義
﹂Staatssozialism

us

的
な
性
格
が
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
も
の
の （
19
）︑
と
は
い
え
敢
え
て
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
表
記
を
用
い

る
者
は
も
は
や
皆
無
に
近
い
︒

以
上
の
状
況
を
受
け
︑ド
イ
ツ
語
学
研
究
者
や
ド
イ
ツ
文
学
研
究
者
の
間
で
も
︑﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
や
﹁
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
﹂
と
い
う
表

記
を
採
用
す
る
者
が
確
実
に
増
え
て
い
る
︒
例
え
ば
︑﹃
ヒ
ト
ラ
ー
演
説
﹄（
143
番
）︑﹃
ド
イ
ツ
の
右
翼
﹄（
151
番
）︑﹃
ナ
チ
ス
機
関
誌
﹁
女
性
展
望
﹂
を
読

む
﹄（
154
番
）︑﹃
ド
イ
ツ
文
学
の
道
し
る
べ
﹄（
159
番
）︑﹃
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
と
ヒ
ト
ラ
ー
﹄（
160
番
）︑﹁
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
︱
芸
術
の
首
都
の
物
語
﹂（
161
番
）︑

﹃
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
の
文
化
史
﹄（
162
番
）
な
ど
の
著
者
や
訳
者
が
そ
う
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
結
果
︑
独
和
辞
典
関
連
の
調
査
結
果
と
併
せ
て
言
え
ば
︑
近
年
︑

狭
義
の
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
の
間
で
も
︑﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
表
記
を
い
ま
だ
用
い
る
者
と
新
た
に
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
を
採
用
す
る
者
と
に
分
か
れ
て
い

る
︒
言
う
ま
で
も
な
く
︑
辞
書
に
は
独
自
の
方
針
や
辞
書
特
有
の
制
約
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
︒
と
り
わ
け
独
和
辞
典
の
よ
う
な
外
国
語
辞
書

の
場
合
︑
よ
り
正
確
な
語
義
を
示
す
必
要
が
あ
る
︒
と
は
い
え
︑
佐
藤
卓
己
に
よ
っ
て
﹁
特
に
辞
書
の
責
任
は
重
大
！
﹂
と
注
意
が
喚
起
さ
れ
︑﹁
国
家
社
会
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主
義
﹂
と
い
う
訳
出
に
対
す
る
批
判
が
近
年
相
次
ぐ
中
で
︑﹁
正
確
な
語
義
﹂
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
︒N

ationalsozialism
us

の
語
義
に
限
っ
て
言

え
ば
︑﹃
ア
ポ
ロ
ン
独
和
辞
典
﹄よ
う
に
原
意
を
汲
み
取
ろ
う
と
す
る
立
場
と
多
く
の
独
和
辞
典
の
よ
う
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
日
本
で
流
布
し
た
使
用
頻

度
の
高
い
表
記
を
示
す
立
場
と
が
あ
ろ
う
︒
別
言
す
る
と
︑
前
者
は
近
年
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
込
め
ら
れ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
意

図
を
我
々
に
明
ら
か
に
し
︑
後
者
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
対
す
る
日
本
人
な
り
の
長
年
に
わ
た
る
理
解
を
我
々
に
示
す
︒
ド
イ
ツ
語
学
や

ド
イ
ツ
文
学
の
研
究
者
が
後
者
の
立
場
を
今
後
と
も
支
持
す
る
の
で
あ
れ
ば
︑
近
年
の
訳
語
批
判
に
対
し
て
学
術
的
な
抗
弁
が
必
要
な
時
期
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

三
私
た
ち
は
一
九
三
〇
年
代
よ
り
も
は
る
か
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
関
す
る
深
い
知
見
を
も
つ
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
時
代
よ
り
も
現
代

の
方
がN

ationalsozialism
us

の
訳
語
を
め
ぐ
る
混
迷
が
︑
と
り
わ
け
教
育
現
場
で
深
ま
っ
て
い
る
︒
そ
の
意
味
で
︑
今
こ
そ
訳
語
の
不
統
一
に
つ
い
て
再

考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
私
た
ち
は
日
本
語
を
通
じ
て
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
い
う
問
題
に
対
し
て
い
か
に
向
き
合
い
︑
そ
し
て
向
き
合
っ
た
結
果
を
い
か

に
未
来
に
伝
え
て
い
く
べ
き
な
の
か
︒
近
年
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
研
究
に
お
い
て
は
︑﹁
国
家
﹂
の
権
力
構
造
や
﹁
総
統
﹂
の
個
人
に
の
み
責
任
を
追
及
す
る

だ
け
で
は
な
く
︑﹁
国
民
﹂
の
責
任
も
問
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
意
識
が
強
く
働
く
︒
こ
う
し
た
意
識
は
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
い
う
﹁
誤

訳
﹂
に
対
す
る
異
論
と
軌
を
一
に
す
る
︒N

ationalsozialism
us

を
め
ぐ
る
訳
語
問
題
は
︑
言
葉
の
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
い
や
︑
言
葉
の
問
題
だ

か
ら
こ
そ
︑
過
去
と
現
在
と
未
来
を
つ
な
ぐ
︒
私
た
ち
の
時
代
に
行
わ
れ
た
辞
書
記
述
は
︑ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
対
す
る
私
た
ち
の
姿
勢
を
未
来
に
伝
え
る
︒

N
ationalsozialism

us

の
訳
語
は
い
わ
ば
未
来
に
対
す
る
私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
送
ら
れ
る
か
ら
だ
︒

注
（
1
） 

ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
マ
ス
︑
エ
ル
ン
ス
ト
・
ノ
ル
デ
ほ
か
﹃
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
な
い
過
去
︱
ナ
チ
ズ
ム
と
ド
イ
ツ
歴
史
家
論
争
﹄︑
徳
永
恂
・

三
島
憲
一
ほ
か
訳
︑
人
文
書
院
︑
一
九
九
五
年
︒

（
2
） 

近
年
︑
ナ
チ
ス
が
台
頭
し
た
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
と
現
代
日
本
の
政
治
状
況
と
の
類
似
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
︒
長
谷
部
恭
男
・
石
田
勇
治
﹃
ナ

チ
ス
の
手
口
と
緊
急
事
態
条
項
﹄︑
集
英
社
新
書
︑
二
〇
一
七
年
︒
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ィ
ル
シ
ン
グ
ほ
か
編
著
﹃
ナ
チ
ズ
ム
は
再
来
す
る
の



19 Nationalsozialismus はどう訳すべきか

か
？
︱
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
教
訓
︱
﹄︑
板
橋
拓
己
ほ
か
編
訳
︑
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
九
年
︒

（
3
） 

福
家
崇
洋
﹃
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
争
︱
大
戦
前
夜
の
思
想
家
た
ち
﹄︑
河
出
書
房
新
社
︑
二
〇
一
二
年
︑
六
七
頁
以
下
︒

（
4
） 

佐
藤
卓
巳
﹁
訳
者
解
説
﹂︑
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｌ
・
モ
ッ
セ
﹃
大
衆
の
国
民
化
﹄︑
佐
藤
卓
巳
ほ
か
訳
︑
ち
く
ま
学
芸
文
庫
︑
二
〇
二
一
年
︑
三
六
四

頁
以
下
︒

（
5
） 
佐
藤
卓
己
﹁︽
メ
デ
ィ
ア
史
︾
の
成
立
︱
歴
史
学
と
社
会
学
の
間
﹂︑﹃
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要
﹄
別
冊
︑
二
〇
一
一
年
︑
一
五
頁
以

下
︒

（
6
） 

佐
藤
卓
己
﹃
フ
ァ
シ
ス
ト
的
公
共
性
︱
戦
力
線
体
制
の
メ
デ
ィ
ア
学
﹄︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
一
八
年
︑
六
二
頁
︒

（
7
） 

長
谷
部
恭
男
・
石
田
勇
治
︑
前
掲
書
︑
八
六
頁
︒

（
8
） 

池
田
浩
士
﹃
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
と
ヒ
ト
ラ
ー

　
戦
後
民
主
主
義
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
﹄︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
二
二
年
︑
六
〇
頁
︒
同
様
の
説
明
を

石
田
勇
治
が
既
に
行
な
っ
て
お
り
︑
そ
れ
に
よ
る
と
︑
ナ
チ
ズ
ム
は
民
族
を
軸
に
国
民
を
統
合
す
る
﹁
国
民
主
義
﹂
と
マ
ル
ク
ス
主
義
・
階
級

意
識
を
克
服
し
て
国
民
を
束
ね
る
共
同
体
主
義
と
し
て
の
﹁
社
会
主
義
﹂
と
の
融
合
で
あ
っ
た
︒﹃
ド
イ
ツ
文
化
事
典
﹄︑
石
田
勇
治
ほ
か
編
︑

丸
善
書
店
︑
二
〇
二
〇
年
︑
一
五
〇
頁
︒

（
9
） 

同
右
︑
六
八
頁
︒

（
10
） 

今
井
の
見
解
は
︑
同
僚
で
あ
る
論
者
が
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
日
に
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
く
︒

（
11
） 

ド
イ
ツ
現
代
史
の
専
門
家
で
あ
る
小
野
寺
拓
也
も
︑
二
〇
二
一
年
三
月
十
四
日
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
し
た
記
事
﹁
な
ぜ
ナ
チ
ズ
ム
は

﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
で
は
な
く
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
と
訳
す
べ
き
な
の
か

　﹁
訳
語
﹂
は
こ
ん
な
に
重
要
で
す
﹂（https:// gendai.m

edia/ artic-
les/ -/81126

︑
参
照2023 -8 -25

）
で
︑
訳
語
問
題
を
扱
う
︒
小
野
寺
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︑﹁
ナ
チ
ズ
ム
研
究
者
と
し
て
︑
長
年
悩
ん
で

い
る
こ
と
が
あ
る
︒
ナ
チ
ズ
ム
（
ド
イ
ツ
語
で
はN

ationalsozialism
us

）
の
訳
語
と
し
て
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
が
な
か
な
か
社
会
に
定
着
し
な

い
︑
と
い
う
こ
と
だ
﹂
と
︒

（
12
） 

池
田
浩
士
︑
前
掲
書
︑
六
八
頁
以
下
︒

（
13
） 

以
下
の
文
献
一
覧
で
は
︑﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
︑
後
者
に
お
け
る
﹁
国
民
﹂
の
部
分
を

﹁
国
民
社
会
主
義
﹂
の
よ
う
に
太
字
で
表
記
す
る
︒

（
14
） 

以
後
︑
リ
ス
ト
の
番
号
も
示
す
︒

（
15
） 

池
田
浩
士
︑
前
掲
書
︑
六
六
頁
以
下
︒
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（
16
） 

﹃
ア
ポ
ロ
ン
独
和
辞
典
﹄
責
任
編
集
執
筆
者
の
一
人
で
あ
り
︑
ド
イ
ツ
文
学
研
究
者
で
あ
る
福
元
圭
太
に
よ
れ
ば
︑﹃
ア
ポ
ロ
ン
独
和
辞
典
﹄
第

三
版
の
編
集
委
員
会
で
﹁
国
民
社
会
主
義
︑
ナ
チ
ズ
ム
﹂
と
い
う
表
記
に
絞
る
こ
と
を
福
元
が
提
案
し
た
と
こ
ろ
︑
反
対
意
見
が
多
々
あ
っ
た

も
の
の
︑
慎
重
に
議
論
を
重
ね
た
結
果
︑
提
案
が
了
承
さ
れ
た
と
言
う
︒
さ
ら
に
福
元
に
よ
れ
ば
︑﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
﹁
誤
訳
﹂
し
て
い
な

い
か
ど
う
か
歴
史
学
者
た
ち
が
常
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
︑
と
ド
イ
ツ
政
治
史
が
専
門
の
熊
野
直
樹
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）

か
ら
直
接
伺
っ
た
こ
と
が
︑
提
案
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
︒
以
上
の
見
解
は
︑
同
僚
の
論
者
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
二
〇
二
一
年
十
一

月
二
日
と
七
日
の
福
元
自
身
の
回
答
に
基
づ
く
︒

（
17
） 

徳
国
は
ド
イ
ツ
︑
国
社
党
は
国
家
社
会
主
義
を
唱
え
る
政
党
の
こ
と
︒

（
18
） 

青
木
順
三
訳
﹁
理
性
に
訴
え
る
﹂（
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
﹃
ド
イ
ツ
と
ド
イ
ツ
人
﹄︑
岩
波
文
庫
︑
一
九
九
〇
年
）
で
も
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂
と
訳

出
さ
れ
て
い
た
︒

（
19
） 

熊
野
直
樹
﹁
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
ナ
チ
ズ
ム
:
二
つ
の
﹁
国
家
社
会
主
義
﹂﹂︑﹃
西
洋
史
研
究
﹄
新
輯
四
十
七
号
︑
二
〇
一
八
年
︑
一
〇
〇－

一
一
二
頁
︒

＊
本
論
文
は
︑
科
学
研
究
費
補
助
金
﹁
近
現
代
ド
イ
ツ
の
文
学
・
思
想
に
お
け
る
﹁
第
三
の
国
﹂ 

︱
成
立
・
展
開
・
変
容
︱
﹂（
基
盤
研
究
Ｂ
︑
二

〇
二
一－

二
〇
二
五
年
度
︑
課
題
番
号
二
一
Ｈ
〇
〇
五
一
六
）
の
助
成
を
受
け
て
執
筆
さ
れ
た
︒
本
論
で
扱
っ
た
訳
語
問
題
に
関
し
て
は
︑
二
〇
二

一
年
度
後
期
に
行
っ
た
九
州
大
学
文
学
部
﹁
ド
イ
ツ
文
学
講
義
Ⅵ
﹂
な
ら
び
に
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
府
﹁
ド
イ
ツ
近
代
文
学
研
究
史
特
論
Ⅰ
﹂

の
講
義
ノ
ー
ト
に
基
づ
く
︒
資
料
収
集
の
際
に
は
︑
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
長
光
卓
君
（
博
士
後
期
課
程
在
学
中
）
を
は
じ
め
多
く
の

受
講
生
が
デ
ー
タ
収
集
に
協
力
し
て
く
れ
た
︒
ま
た
︑
九
州
大
学
の
同
僚
で
あ
る
福
元
圭
太
氏
（
ド
イ
ツ
文
学
）
や
今
井
宏
昌
氏
（
ド
イ
ツ
現
代
史
）

か
ら
も
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
も
︑
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
︒




